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開催の目的・概要 

【開催の目的】 

2014年はデング熱の国内発症が 153例報告され、エボラ病がアフリカで流行した。 

海外に出かける日本人は年間 170 万人（2012 年）にのぼり、臨床ではかかりつけの患者が

海外に行くことを日常的に経験している。 

しかし、渡航に伴うリスクマネジメントを渡航者（患者）に提供している医療従事者は少

なく、渡航者が渡航先で思わぬトラブルに巻き込まれていることが報告されている。 

プライマリケア従事者が、渡航者（患者）の渡航先での疾病を軽減・回避するために必要

なリスクマネジメントを、適切に提供する能力を身に付けることを目的とする。 

【概要】 

渡航に伴う疾病・障害のリスクは、渡航先の国や地域の情報だけではなく、渡航者の活動

目的によって異なる。当日は、どのような介入が有効かをについてショートレクチャーで

概説し、具体的なリスクマネジメント・対処方法についてグループディスカッションやロ

ールプレイで習得することを目指す。 

特に今回は、デング熱対策としての防蚊対策、エボラ病などの 1 類感染症流行地からの帰

国者への対応についても触れる。 


